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回想法を体絞する①
回想法を学が①
概論と効果
事例発表③

回想法を体験する②
回想法を学ぶ②
事前準備と終了後の
まと勢について
②

回想法を体験する③
回態法を学ぶ○
テーマと道具
グループサイズ獲鰺鶴
事例発表⑤
終了後 交流会
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理想法を体験する④
曇想法を学ぶ④
リーダーの役割
義分たちでやってみよう
終了後 修了証書授与
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靡請騨:書島 漁子氏 プロフィール
長崎難生 まれ。福祉職 と して従事す 儀申、高齢者 の心 のケ ア と介護
スタッフのスキルの難上の必要性を感じ、国想法に取り組み始わる。
日本認知症 ケア学会等での理想法の研究発表 と実践を通 して回態潅鋤

認燿症への効果、重要性 を伝 えている。

老Å福祉施設において回想法、接遇スキル等の指導を行う。
神奈川県をiま じめ、県曜外の多くの自治体、社会福祉協議会、老入福祉施設等で

回艘濠講座の講師を務め、高齢者地域サ機ン立ち上 |ず にかかわ儀。

闘囃
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轟想法 リーダー賛成講座受講修了者が、さらなる理解を求め 1年 間の自主
勉強会 を経て 2020年 9月 に観体 を立ち上↓デま した。
現在も学ぴながら、周知活動を行い、理解量、実践者力1壇えることにより元気

な高 齢者 を増 やす ことを 麗的 に活動 を して います。

講座の開催鍛他に、地域活動として国餓浩体験会、国醸法サ翻ンなど意欲時に

行 って います。
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